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1. 機 関 番 号 3 2 6 9 2       2. 研究機関名  東京工科大学             
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7. 研 究 代 表 者 
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ミタチ セイコウ 

4 0 3 3 9 7 6 8 三田地 成幸 コンピュータサイエンス学部  教授 
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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

視物質をデバイスに創り上げることを目的として、レチナール、レチノイン酸、レチノール等のレチノイドを天然

の高分子であるキトサン溶液に分散固定させたゾル状薄膜をスピンコータによって製膜、あるいは交互吸着による層

状単分子配向膜を精度の高いナノ製膜自動装置によって作製し、再現性の高い高機能な光受容デバイス実現を目指し

た。H22 年度は、レチナールとキトサンの分子機能電極上への交互吸着自動製膜最適条件を追究し、下記結果を得た。

（１） 10%EtOH(v/v)、30%EtOH(v/v)及び 50%EtOH(v/v)の 3 条件で作製した交互吸着膜を用いて光受容デバイスを作

製し、光電流応答を測定した結果、50%EtOH(v/v)のレチノイン酸溶液で作製したデバイスにおいて、光電流応答発

現の歩留りが最も高いことを見出した。 

（２）レチノイン酸溶液の条件をエタノール容量濃度 50%EtOH(v/v)、pH 3 に設定することで、歩留り 33%まで光電

流応答発現の成功確率を向上させている。また、キトサンの重合度を変更して光受容デバイスを作製した結果、100

から 300 の重合度であるキトサンが適切であることも見出した。 

（３）交互吸着膜の製膜過程での実験者の技能による特性のばらつき要因を排除するため、自動交互吸着膜作製装置

を設計・試作し ITO 基板上に交互吸着膜を作製した。不純物及び欠損がなくナノ構造が形成された膜では矩形波応

答となり、光電流応答の外部量子効率はゲル型（分散型）デバイスの 150 倍に改善された。 

（４）Alq3層を導入した ITO/ITO 光受容デバイスの立ち上がり時間が 0.85 秒，立ち下がり時間が 0.82 秒となり、従

来のデバイスに比較して 1/17 の短縮（高速応答化）に成功した。                    
10. キーワード 
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11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
  
〔雑誌論文〕 計（ ２ ）件  うち査読付論文 計（ ２ ）件 

著 者 名 論  文  標  題 
Yosuke Tsuchida, Akira Hidaka,
 and Seiko Mitachi 

Photocurrent Response of Photoreceptive Devices Using a Retinoid  
 Immobilized in a Chitosan Gel Film 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Japanese Journal of Applied Physics    有 49 2 0 1 0 pp.127003-1～
  127003-7

著 者 名 論  文  標  題 
土田洋介 レチノイド分子を用いたバイオフォトニックデバイス作製技術に関する研究 

論  文  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

東京工科大学 博士学位論文    有  甲大11号 2 0 1 1 pp. 1～118 

 
 〔学会発表〕計（ ２ ）件  うち招待講演 計（０）件 

発 表 者 名 発  表  標  題 
Y. Tsuchida, K. Nishimura,  
S. Sato, and S.Mitachi 

Optimization of Fabrication Conditions of Photoreceptive Devices 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
The 3rd International Symposium on Organic 
and Inorganic Electronic Materials and Relate
d Nanotechnologies (EM-NANO) 

2010年6月23日 
（査読付き国際会議） 

 Toyama International  

 Conference Center 
（富山県） 

発 表 者 名 発  表  標  題 
日高 明，土田洋介，三田地成幸 ITO 両端電極による光受容デバイスの高速応答化 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
2010年秋期第71回応用物理学会学術講演会 2010年9月15日  長崎大学（長崎県） 

 
 〔図 書〕 計（０）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（０）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別

      

 
 〔取 得〕    計（０）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別

      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


